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 塩竈市教育委員会では、学力向上や不登校、小１プロブレムの教育課題の改善に向け

保・幼・小・中の接続期の保育や教育に着目し、平成２９年度から取組を始めました。 

保幼小接続期カリキュラムの作成に取り組むきっかけは？ 

 保育所と幼稚園のアプローチカリキュラムと小学校のスタートカリキュラムの作成に当

たっては、文科省の指定を受けて先進的に取り組んでいる自治体の事例を参考とし、塩竈

市独自の工夫を加え、検討を重ねてカリキュラムを策定しました。 

参考とした取組はあったのですか？ 

各小学校の代表 1 名ずつと幼稚園・保育所代表、市の健康福祉部の担当者等で作成

委員会を年間 4 回開催し作成しています。 

具体的な手順は、スタートカリキュラムを例にすると、 

① 題材の一覧を作成（15P） 

② 各小学校代表の作成委員で題材を分担し、A4 版の活動案を作成（16P） 

③ 接続期カリキュラム作成委員会を開催し、各委員が作成した活動案について検討 

④ 検討を経た活動計画を集約して製本し、市内保育所（園）や幼稚園、小学校へ配 

布 

誰がどのようにしてカリキュラムを作っているのですか？ 

市の担当者が幼児教育施設や小学校を訪問し、カリキュラムの活用の説明をしたり、 

改善点について把握したりするよう努めています。 

活用に当たって配慮していることはどんなことですか？ 

幼児や児童が安心して遊びや生活、学習に取り組む環境が整ったことで、よりよい成

長をうながすことができたと実感しています。学力向上や不登校問題、小１プロブレム

の改善に手応えを感じています。 

取組の成果はいかがですか？ 

アプローチカリキュラム P１１～ 
スタートカリキュラム  P１４～ 
 

８ 県内の取組紹介① 
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塩竈市教育委員会アプローチカリキュラム 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 取組の時期や対象、内容等を示すことによって「いつ」「だれが」「どんなこ

と」をするのかについて説明しています。 
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 カリキュラムの全体を示すことにより、見通しを持って準備ができます。また、

特に意識して取り組みたい活動も把握しやすいように色分けしてあります。 
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 目次の中にある活動について詳しい流れを示すことで、幼児の活動や働きかけ

が分かりやすくなります。 
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塩竈市教育委員会スタートカリキュラム 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 小学校で日常的に活用されている週案の様式で１～４週目まで作成しています。 
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カリキュラムの全体を示すことにより、見通しを持って準備ができます。また、

特に意識して取り組みたい活動も把握しやすいように色分けしてあります。 
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目次の中にある活動について詳しい流れを示すことで、児童の活動や働きかけ

が分かりやすくなります。 


